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進化するエコカーとエネルギーの未来 
 

２０１５年２月８日 

一般社団法人 次世代自動車振興センター 

山 本 修 己  

Next Generation Vehicle Promotion Center（NeV） 

経済産業省からクリーンエネルギー自動車の普及に関連する事業を受託 
 ●補助金交付事業 
  クリーンエネルギー自動車購入、充電器購入・設置、 
  水素ステーション整備への補助金交付 

 ●普及広報事業 

  クリーンエネルギー自動車や充電器の展示試乗会、シンポジウム 

  などの開催、新聞を始めとした様々な媒体を利用した広報活動 

次世代自動車振興センター（ＮｅＶ）の概要 
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✰ クリーンエネルギー自動車は、ＣＥＶ （Clean Energy Vehicle）と 
  呼んでおり、補助金の対象車種という意味で以下の自動車を指します。 
 
   ✔ 電気自動車：ＥＶ （Electric Vehicle） 
   ✔ プラグインハイブリッド自動車： ＰＨＶ （Plug-in Hybrid Vehicle） 
   ✔ クリーンディーゼル自動車： ＣＤＶ （ Clean Diesel Vehicle） 
   ✔ 燃料電池自動車： ＦＣＶ （Fuel Cell Vehicle）  

※Next Generation Vehicle Promotion Centerを略してNeV（ネブ） 
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各次世代自動車が、棲み分け・共存しながら普及拡大していくことで、 

エネルギー源の多様化を進める。 

短 長 
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次世代自動車の普及イメージ 
「次世代自動車戦略２０１０」（2010年4月策定）より 

燃料 電気 
ガソリン、軽油、CNG、LPG、

バイオ燃料、合成燃料等 
水素 

 

2020年 2030年

20～50% 50～70%

ハイブリッド自動車 20～30% 30～40%

燃料電池自動車 ～1% ～3%

クリーンディーゼル自動車 ～5% 5～10%

30～50%50～80%

20～30%15～20%

従来車

次世代自動車

電気自動車
プラグイン・ハイブリッド自動車

「次世代自動車戦略２０１０」（2010年4月策定）より 

政府の次世代自動車普及目標 
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（参考）乗用車（含軽）販売の現状（2013年実績）：約４５６万台 

政府では、2020年（H32年）には、新車販売の20～50％を次世代
自動車にするとの目標を掲げている 

  ：補助金の対象 

＜乗用車の新車販売に占める車種別目標＞ 
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次世代自動車の普及例（ＥＶ・ＰＨＶ保有台数） 
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ＥＶ・ＰＨＶはH21年（2009年）以降
本格的普及 

EV・PHV合計 

約85,000台 

（次世代自動車振興センター調べ） 

乗用車 

38,794 

その他 

 93 

軽乗用車 

10,126 

軽商用車 

5,744 

PHV 30,171台 

EV 

54,757台 

約1800台 

次世代自動車の普及例（ＥＶの本格的普及） 
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三菱自動車工業 i-MiEV 
（平成21年発売） 

日産自動車 ＬＥＡＦ 

（平成22年発売） 

外 観 写 真 

最高出力 
47kW 

（現在は30kW仕様もあり） 
80kW 

一充電走行距離 
(JC08モード) 

160km【⇒現在180km】 
（30kW仕様車は120km） 

200km【⇒現在228㎞】 

電池種類と総電力量 リチウムイオン電池 16kWh リチウムイオン電池 24kWh 

充電 
時間 

普通 7～14時間（200V/100V） 8時間（200V） 

急速 30分（80%充電) 30分（80%充電) 

当初価格（税抜） 438万円 359万円 

現在の価格 ※ 約209万円～約262万円   約259万円～約369万円 

リチウムイオン電池を搭載したEVが市場投入された平成21年（2009年）以降
本格的な普及が進んだ 

※最低価格グレードから最高価格グレードの価格帯で表示。i-MiEVは30kW仕様車も含んだ価格帯 
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（参考）CEVの種類別基本構造 
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(ガソリン等） 

電
源 

ＮｅＶの補助金事業 
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●水素供給設備の整備費補助 
「水素供給設備整備事業費補助金」事業 
 ・FCV用の水素供給設備の整備への補助 

クリーンエネルギー自動車（CEV）の普及、および普及に必要な関連インフラ 
（充電設備、水素供給設備）の整備促進のための３本柱の補助金事業を推進。 

●クリーンエネルギー自動車購入補助 
「クリーンエネルギー自動車等導入促進対策費補助金」事業（CEV補助金） 
 ・EV、PHV、CDVに加え、H26年度よりFCVも補助対象 
   （参考）過去 H10～H21年度まではＨＶも補助対象。 

●ＥＶ用充電器・設置工事費補助 
「次世代自動車充電インフラ整備促進事業補助金」事業 
 ・充電器本体購入費および設置工事費への補助 
  （参考）Ｈ2１～24年度にはＣＥＶ補助金制度の中で充電器本体の購入費 
      への補助を実施。現在の制度で設置工事費まで補助範囲を拡大 
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クリーンエネルギー自動車購入補助 

 

※燃料代低減分 

 （ガソリンと電気・軽油・水素のコスト差） 

  ＥＶ ： ５０万円 
  ＰＨＶ： ４０万円 
  ＣＤV： ２０万円 
  ＦＣＶ：  ０円 

補助率 
（1/1、2/3） 

CEV補助金の仕組み（平成26年度） 

10 

●CEVの購入・使用によって、同種・同格のガソリン車に比べて増加する費用 

  の全額または一部を補助。  

●補助金額にはCEVの種類ごとに上限額あり。ただし、ＦＣＶのみ上限額なし。 

  （ＥＶ・ＰＨＶ：８５万円、ＣＤV：３５万円） 

燃料代低減分 

× ＝ 補助金額 

車両価格 

ガソリン車
価格 

負担費用 

増加分 
CEV 
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CEVの紹介（ＦＣＶ） 
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車両特性 
○水素と酸素の化学反応によって作られる電気を使用して、電気モー 
 ターで走行するのでEVと同様に、音や振動が小さく、発進は力強く 
 加速もスムーズ 

環境面 ○走行中に排出するのは水素と酸素の化学反応で作られる水だけ。 

コスト 
○車両価格は同格のガソリン車と比べ２倍程度 
☆水素の価格は比較的低く設定され、燃料コストは同格のガソリン車の 
  ガソリン代より低くて済む 

 
（２０１４年１２月１５日販売開始） 

 
 ○車両価格  ６７０万円（消費税抜）  
            ７２３．６万円（消費税込） 

 ○CEV補助金 ２０２万円 
 ○燃料コスト  7.3円／km（水素1100円/kgとしてNeVにて試算） 

               ※燃費20km/ℓ程度のガソリン車と同レベル 

トヨタ 「ＭＩＲＡI」 

【トヨタ MIRAIの補助金額の算定】 

 
 

購入価格 
(６７０) 

 

 
※定価で購入

の場合 
  

FCVへの補助金の仕組み（平成26年度） 
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ガソリン車
価格 

(３６７) 

補助金 

（２０２） 

※トヨタ MIRAIの場合 
  ☆同種・同格のガソリン車 
    ＝クラウンロイヤルで、装備を同レベルに調整 
  ☆燃料代低減額＝０円 
      （水素価格はガソリンと同レベルと想定） 

負担費用増加分 
（３０３） 

補助率 
（２／３） × ＝ 

☆値引き額に 
 応じて補助金 
 も下がる 

燃料代低減分 

●ＦＣＶへの補助金も、他のCEVと同じ仕組みで決定。 

 ただし、平成26年度は、ＦＣＶにはCEVの種類（ＥＶ、ＰＨＶ等）ごとに設定する 

 補助金上限額はなし。 
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ＣＥＶの紹介（ＥＶ） 
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車両特性 

○エンジンがないので音や振動が小さい 
○モーター駆動による走行のため、発進は力強く加速もスムーズ 
○航続距離【一充電走行距離（JC08モード）】 
  ▶日産リーフ：228km 
  ▶三菱i-MiEV X：180km    ※定められた試験条件での値 

○充電時間は急速充電器なら約15～30分で80%の充電が可能 
○家庭に電気を供給するなど電源としての利用が可能な車種がある 
☆急速充電器の設置箇所は2800箇所以上まで増加（H26年12月時点） 
 これは4年前の約10倍（H22年12月時点：312箇所） 

環境面 ○電気で走るので走行中にCO2や有害物質などを含む排気ガスが出ない 

コスト 

○車両本体価格も購入しやすい価格になってきている 
  【メーカー希望小売価格の比較】 

 
 

 

○電気料金はガソリンに比べて安い 
 100km走行で約500円得 → 年間約5万円得 
   ※一定の基準による試算値 

ＣＥＶの紹介（ＥＶ） 
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http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0101.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0102.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0103.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0104.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0105.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0106.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0107.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0108.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0109.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0110.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0111.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0112.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0113.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0114.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0115.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0116.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0117.html
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ＣＥＶの紹介（ＰＨＶ） 
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車両特性 

○充電もできるハイブリッド自動車（HV）で、近距離はEVモード、 
  長距離はHVモードで走行できる 
  【電気だけでの走行可能距離（充電電力使用時走行距離）】 
   ▶トヨタ プリウスPHV：24.4～26.4km 
   ▶三菱 アウトランダーPHEV：60.2km       （JC08モード） 
○非常時等に家電機器等の電源として利用が可能な車種がある 

環境面 
○外部から充電した電力を上手に使いEVモードで走行することで、 
  ガソリンの消費量を抑え、CO2排出量を削減できる 

コスト 
○ガソリン車と比べた場合、充電する電気の料金は安く、ガソリンの 
  消費量が少なくなる分、燃料代が安い 

ＣＥＶの紹介（ＣＤＶ） 
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車両特性 
○同排気量のガソリン車に比べ力強い加速を得られる 
○エンジン音の静粛性も増している 

環境面 

○ディーゼルエンジンはガソリンエンジンに比べて燃焼効率が高く、 
  CO2排出量を削減できる 
○排気ガスに含まれるNOXやススの浄化処理技術も進化し、 
  その排出量も大幅に少なくなっている 

コスト 
○燃料となる軽油はガソリンに比べて安く、燃費も同等性能のガソリン 
 車より優れているため、燃料コストが低い 

http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0202.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0203.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0204.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0205.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0206.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0201.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0302.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0303.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0304.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0305.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0306.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0307.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0308.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0309.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0310.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0311.html
http://www.cev-pc.or.jp/lp_crean/modal/modal0312.html
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水素供給設備の整備 
 

出典：燃料電池実用化推進協議会（ＦＣＣＪ） 

 （2010年3月） 

ＦＣＶと水素ステーションの普及シナリオ 

18 
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水素供給設備の整備費補助 

経済産業省HPより 

NeV 

（ ）内はH25年度 

19 

平成25年度から開始しており、平成27年度中に四大都市圏 を中心に 
100箇所の整備を政府目標として推進中 

平成26年度 

名古屋市熱田区（オフサイト） 
豊通ｴｱ･ﾘｷｰﾄﾞﾊｲﾄﾞﾛｼﾞｪﾝｴﾅｼﾞｰ 

周南市（オフサイト・Ｐ・液水） 
岩谷産業 

福岡市中央区（移動式） 
岩谷産業 

泉佐野市 
（オフサイト・Ｐ・液水） 

岩谷産業 

北九州市小倉北区（オフサイト） 
岩谷産業 

北九州市八幡東区（オフサイト・Ｐ） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

平成２５年度 

平成２６年度 

狭山市（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

春日部市（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

戸田市（オフサイト） 
岩谷産業 

練馬区（オフサイト） 
東京瓦斯 

八王子市（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

横浜市旭区（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

杉並区（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

千葉市花見川区（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

横浜市泉区（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

甲府市（オフサイト・Ｐ・液水） 
岩谷産業 

海老名市（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

相模原市中央区（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

港区（オフサイト・Ｐ・液水） 
岩谷産業 

横浜市中区（水素集中製造） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

横浜市中区（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

川越市（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

さいたま市桜区（オンサイト） 
東京瓦斯 

さいたま市見沼区（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

さいたま市見沼区（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

越谷市（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

板橋区（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

印旛郡（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

さいたま市緑区（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

千代田区（移動式） 
豊田通商・三井住友ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ＆ﾘｰｽ 

大田区（移動式） 
豊田通商・三井住友ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ＆ﾘｰｽ 

伊勢原市（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

名古屋市東区（移動式） 
豊田通商・三井住友ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ＆ﾘｰｽ 

名古屋市中区（移動式） 
豊田通商・三井住友ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ＆ﾘｰｽ 

藤沢市（移動式） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

豊田市（オフサイト） 
豊通ｴｱ･ﾘｷｰﾄﾞﾊｲﾄﾞﾛｼﾞｪﾝｴﾅｼﾞｰ 

岡崎市（オンサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

刈谷市（オフサイト） 
岩谷産業 

みよし市（オフサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

日進市（オフサイト） 
東邦瓦斯 

名古屋市緑区（小規模・オンサイト） 
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ 

清須市（移動式） 
豊田通商・三井住友ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ＆ﾘｰｽ 

岡崎市（オフサイト） 
岩谷瓦斯 

大津市 
（オフサイト・Ｐ・液水） 

岩谷産業 

茨木市（オンサイト） 
大阪ガス 

  ； 水素ステーション 

  ； 水素集中製造設備 

※）移動式は全て小規模 

   その他規模の記載の無い 

   ものは中規模 

   Ｐ； パッケージを含むもの 

   液水； 液化水素対応設備 

尼崎市（オフサイト） 
岩谷産業 

水素供給設備の整備状況（Ｈ２５、２６年度承認済分） 

20 

【設置承認済】水素ステーション ４５か所 
       （その他：水素製造設備１か所） 
【うち開所済】水素ステーション ４か所  

赤枠は 

開所済 
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EV用充電設備の整備 

充電器の例 

22 

急速充電器 普通充電器 

http://www.cev-pc.or.jp/newest/h_takaoka.html?width=620&height=585
http://www.cev-pc.or.jp/newest/h_hasetec.html?width=620&height=585
http://www.cev-pc.or.jp/newest/n_toyotamedia.html?width=620&height=520
http://www.cev-pc.or.jp/newest/n_fujidenki.html?width=620&height=520
http://www.cev-pc.or.jp/newest/n_panasys.html?width=620&height=520
http://www.cev-pc.or.jp/newest/n_nitto.html?width=620&height=520
http://www.cev-pc.or.jp/newest/h_nichicon.html?width=620&height=585
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充電器設置の例 

23 

コンビニ・スーパーなどの商業施設 
公共駐車場 等 

高速道路 

１．補助実施期間 

   Ｈ２５年３月１９日から開始しており、Ｈ２７年２月２７日まで申請受付 
   さらに、H26年度補正予算にて、引き続き継続予定 
 
２．補助対象及び補助率 

  充電器を購入・設置する方に対して、以下の４つの区分に応じて補助金を交付 

※「公共性」とは、以下の全ての要件を満たす必要あり＜第１の事業及び第２の事業が対象＞ 

 ①充電設備が公道に面した入口から誰もが自由に出入りできる場所にあること 
 ②充電器の利用を他のサービス（飲食等）の利用を条件としていないこと 
 ③利用者を限定していないこと 
   （但し、その場で料金を支払うことで充電器を利用できるのであれば、条件を満たすものとする。） 

事業名 概要 補助対象 補助率 

第１の事業 
 自治体等が策定する充電器設置のための「ビジョン」に 
 基づき、かつ公共性※を有する充電設備の設置 

充電器購入費 

設置工事費 
２/３ 

第２の事業 
 「ビジョン」には基づかないものの、公共性※を有する 
 充電設備の設置 

充電器購入費 

設置工事費 

１/２ 
第３の事業 

 マンションの駐車場および月極駐車場等へ設置する 
 充電設備の設置 

充電器購入費 

設置工事費 

第４の事業  上記以外の充電設備の設置 充電器購入費 

ＥＶ用充電器・設置工事費補助 

24 
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国による「ＥＶ・ＰＨＶタウン」の選定 

25 

H21年3月選定 H22年12月選定 

東京都 

羽村市と墨田区でEVバスの実証試験を行い、公
共交通でのEV導入の取り組みを推進中。 
また、中小企業や個人事業者向けに都独自の 
EV・PHV購入補助金制度を導入し、社有車等の
EV・PHV化を後押し。 

羽村市 

「でんきバスはむらん」 

※専用の急速充電器で充電中 

墨田区 
EVバス「すみりんちゃん」 

国では、ＥＶ･ＰＨＶの普及に先駆的に取り組む１８都府県をモデル地域として選定。 
モデル地域では、地域企業等と連携してＥＶ･ＰＨＶの導入、利用環境整備を推進。 

車
両 
サ
イ
ズ 

走行距離 

大 

小 

環境・エネルギー制約を克服し、世界一の次世代自動車普及国を目指して、 

国・自治体・産業界（自動車・エネルギー）が連携して普及環境を整え、 

これに国民（車両購入者）が呼応していく。 

短 長 

26 

次世代自動車の普及に向けて（まとめ） 

燃料 電気 
ガソリン,軽油,CNG,LPG, 
バイオ燃料,合成燃料等 

水素 

 

2020年 2030年

20～50% 50～70%

ハイブリッド自動車 20～30% 30～40%

燃料電池自動車 ～1% ～3%

クリーンディーゼル自動車 ～5% 5～10%

30～50%50～80%

20～30%15～20%

従来車

次世代自動車

電気自動車
プラグイン・ハイブリッド自動車
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